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冬も本番です。 体調を崩さ
ないように作業しましょう。

筑西地域農業改良普及センターHPへアクセス！↑
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長島ファーム

長島 義夫さん（桜川市）

（麦類＋そば＋水稲＋大豆＋馬鈴薯）

就農当初から規模拡大を続け、後継者で
ある息子の剛さんが就農してからは栽培
管理をはじめ、徐々に経営を任せてきて
います。自分でも新しい技術や情報を収集
しますが、より柔軟な発想を持ち、情報
機器の利用にも長けた剛さんや従業員にも
頼るようにしています。以前は家族経営で
したが、数年前から常時雇用を導入し、
現在では７名で営農しています。Q「経営の概要について教えてください。」

麦類、そば、水稲、大豆、馬鈴薯による大規模土地
利用型農業を営んでおり、作付け面積は年々拡大して
います。畑作物では生産だけでなく、販路拡大にも
積極的に取り組んでいます。

化学肥料に頼らず、有機物や微量要素を含む堆肥
資材を用いることで、作物の収量や食味の向上にも
努めています。

Q「後継者育成について教えてください。」
1週間先までの天候をみて仕事の段取り決めること

や、どれだけ作付けほ場が増えても５日に1回は巡回
して生育を確認することを伝えています。時には自分
からも指示を出しますが、基本的には剛さんと従業員
とのコミュニケーションを尊重しています。

Q「今後の取り組みについて教えてください。」
自分は経営のサポート役となり、経営は剛さんに任せていきたいと考えて

います。また、地域の協力を得ながら産地や農地を少しでも守っていけるよ
う、農地を請け負っていきたいです。そのために、デジタル機器に強い剛さ
んを中心に営農管理システムやドローン等のスマート農機を活用し、作業の
効率化に努めます。

今後は、剛さんだけでなく従業員も一人前になれるよう育成に努め、法人
化も視野に入れて、農地の受け皿となる経営体を目指します。

〈写真中央が長島義夫さん。その左隣が剛さん〉



スマート農業とは、ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用して、省力化・
精密化や高品質生産を実現する等、新たな農業のことです。

スマート農機を活用して、生産性の向上に繋げましょう。なお、スマート農
機の導入にはコストを要するので、費用対効果の十分な検討が必要になります。

＜スマート農業関係の技術（例）＞

【出典：「スマート農業をめぐる情勢について」（２０２４年９月農林水産省）】

‣ 筑西普及センター管内における導入

経営体数は、年々増加しています。

（R３～R６で62％増）

‣ 特に、GPSトラクタ・田植機、

ドローンの活用が多くなっています。

筑西普及センター管内におけるスマート
農機導入状況の推移
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管内の普通作経営におけるスマート
農業の6事例をご紹介します。

営農管理システムや収量コンバイン
導入事例では、省力化だけでなく米の
増収により、所得向上を実現していま
す。

一方、自動操舵システムやロボット
農機の導入事例では、省力化だけでな
く金額で表しづらい軽労化に大きく寄
与し、作業遅延等のリスク回避に繋げ

ています。

管内の普通作経営での導入事例
・営農管理システム等を活用した米の収量改善

・営農管理システムと収量コンバインを利用した米の施肥改善

・自動操舵システムで速くて質の高い作業実現

・自動操舵システムによる地域農地管理

・ロボット田植機の導入で未熟練者がベテランに

・ロボットコンバインを活用した栽培体系の前進化

※「スマート農業導入の手引き普通作物編」掲載事例

〈事例の詳細（例）〉

各事例の詳細は、農業総合センターＨＰを参照ください
※施設野菜と合わせて、数多くの県内事例も参考になります。

「スマート農業導入の手引き普通作物編」（2024年3月茨城県農業総合センター）

「スマート農業導入の手引き施設野菜編」（2023年3月茨城県農業総合センター）



筑西普及センターでは、地域農業の担い手を確保・育成す
るために、関係機関と連携して活動しています。

【就農相談活動】
関係機関と連携し、管内就農希望者の相談対応を随時行

い、就農支援制度の情報提供や、短期農業体験研修の調整
などを支援しています。

また、就農相談会へ参加し、地域農業のPRや支援体制
の情報発信を行います。

【就農啓発活動】
県内農業専門学校の生徒に対し、産地研修会の開催や出

前授業を行うほか、農業研修の受入れを調整し、地域農家
との繋がりを作るなど、就農啓発と就農促進活動に取り組
んでいます。

また、対象を絞ることなく一般の就農志向者にも産地見
学会の開催を支援しています。

【新規就農者支援】
新規就農者を対象とした農業学園を開催し、技術・知識

の習得や仲間づくりを支援しています。そのほか、巡回指
導により経営課題の整理・技術指導を行い、経営安定のた
めの支援を行っています。

就農志向者向け現地見学会

就農相談

農業専門学校生向け
農業体験実習

◆農業学園◆

概ね就農1～5年目の

方を対象に、土づくりや

病害虫防除などの農業関

連講座を年６回程度開催

しています（概ね6～3月）。

これから冬本番です。雪害による被害の防止に向けた農業用ハウスの補強対策、
保守管理等の事前対策や、被災した場合に必要とされる事後対応を円滑かつ確実に
行うことができるようご準備ください。なお、準備には被害防止マニュアルをご活
用ください。

トピック

茨城県農業用ハウス災害被害防止マニュアル
（農業技術課）はこちら


